
商 号 等 /  アセットマネジメントOne株式会社 
 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号   
加入協会/  一般社団法人投資信託協会 
 一般社団法人日本投資顧問業協会 
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צּ ḭשּ צּ ךּ︡ וֹףּ ṡ  Ṣבֿ
לּךּ  

2017 年第3四半期は、好調な経済指標の発表などを背景に金融市場では世界的に株式などのリスク資産が好

調に推移しました。米国内ではトランプ政権による税制改革の実現に対する期待が高まり、投資家心理の追

い風となった一方で、FOMC（米連邦公開市場委員会）は10月からの保有資産の縮小を開始する方針に加え、

年内の追加利上げの見通しを発表しました。 

また、ECB（欧州中央銀行）のドラギ総裁は量的緩和縮小の決定を今秋に下しました。金融危機以降、金融市

場を下支えしてきた主要先進国における中央銀行の金融緩和政策は、着実に出口にむかいつつあります。価

格が押し上げられているリスク資産の下落や世界的な金利上昇に対する圧力が高まりつつある点に注意が必

要です。 

その他にも、朝鮮半島における地政学リスクの高まりが市場の重しとなる局面がみられるなど、金融市場に

は引き続き数多くのかく乱要因が残存し、変動性が高い状況が続くとみられます。このような環境下では、

どのような資産運用が求められるのでしょうか。 

債券のアクティブ運用において世界最大の運用会社であるPIMCOは、着実にインカムを積み上げることで、

安定したリターンを目指すシンプルな方策を投資家のみなさまにご紹介します。 

PIMCO צּ* נּ Ḵ 

1 

ṡ ẑṢ בֿ ︣ ¬PIMCO ḱ º 

︣ ḭ 
טּ ︡ḭ ︡ ︣Ḯ 

豊富な選択肢のなかから魅力的な銘柄を発掘し、｢良質なインカム｣の積み上げを追求します。 

また、リスクをバランスよく分散し、特

定の債券セクターの動向にリターンが左

右されない運用を目指しています。 

さらに、定評あるマクロ経済予測にもと

づき、予想される経済・市場環境に合わ

せ資産配分を機動的に組み換える柔軟性

も持ち合わせています。 

＊PIMCOとは、パシフィック・インベストメント・マネジメント・カンパニー・エルエルシーの略称です。 

※良質なインカムとは、魅力的な利回りと高い返済能力を兼ね備えた債券からの金利収入を表します。 
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2017年

6月末

2017年

9月末
変化幅

モーゲージ証券（非政府系） 25.4% 17.9% ▲7.5%

米国国債 18.5% 47.2% 28.7%

新興国国債（社債含む） 11.5% 7.7% ▲3.8%

その他証券化商品 16.2% 9.3% ▲6.9%

モーゲージ証券（政府系） 6.5% 3.4% ▲3.1%

ハイイールド債券 9.5% 6.4% ▲3.1%

先進国国債（除く米国） 2.0% 0.1% ▲2.0%

投資適格社債 5.2% 3.7% ▲1.4%

バンクローン 3.2% 2.8% ▲0.4%

その他 2.0% 1.5% ▲0.5%

平均デュレーション 2.1年 2.2年 ▲ 0.1年

平均最終利回り 4.3% 5.1% 0.9%

組入銘柄数 1,258 1,532 274

 

 

 Ẏ2.0%  
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  2.8%  
 

 
ṇ  

  1.0%  
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  2.1%  
 

 Ẏ2.8%  
 

Â 引き続き、幅広い債券セクターに投資をし
つつ、米国国債を中心にポジションを取得
しています。 

 
Â 米国の金融正常化に加え、英欧においても
緩和策縮小の可能性が意識されるなか、金
利リスクを抑制しています。 

※上記は過去の情報であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

7-9 וֹףּ ḱ ṕMṖ  
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Â 金融緩和からの正常化に向けた動きを受けて期後半は金利が上昇したものの、北朝鮮情勢など地政学リスクの高まりを背
景に安全資産への需要は根強く、米国国債など相対的に格付けの高い資産は上昇しました。また、世界経済の見通しに対
する楽観的な見方が広がるなかで、米減税策に対する期待も追い風となり、新興国国債やハイイールド債券などの資産は
総じて堅調に推移しました。 

פֿ Ḳ7-9 ṇ  

Â2017年7-9月期は、各債券からの収益を細かく積み上げました。ピムコでは、2018年も世界経済は緩やかな成長

を続けるとみる一方、資産価格が高止まりする中で、ピムコのストラテジック・インカム戦略は金融緩和からの出

口戦略の実行等にともなう金利上昇やリスク資産の下落に対する備えを強化しました。引き続きおおむね良好な米

経済指標を背景に、各資産からリターンを獲得し、新光ピムコ・ストラテジック・インカム・ファンド 1月号~ 12

月号の実質的な投資対象であるバミューダ籍外国投資信託｢ピムコ・バミューダ・インカム・ファンド（M）｣*（以

下｢インカム・ファンド（M）｣という場合があります。）は、1.9%（費用等控除前）上昇しました。  
＊各ファンドは、バミューダ籍外国投資信託｢ピムコ・バミューダ・インカム・ファンドA クラスS(JPY)｣（以下｢インカム・ファンド｣
という場合があります。）円建受益証券を通じて、実質的にバミューダ籍外国投資信託｢ピムコ・バミューダ・インカム・ファンド
（M）｣ 米ドル建受益証券に投資します。詳しくは6ページをご覧ください。 

※ポートフォリオのデュレーション調整などのため、 
 一部資産への実質的な投資比率をマイナスとして 
 いる場合があります。 
※上記比率はネット・ポジションに対する割合です。 
 小数第2位を四捨五入しているため、合計が100％ 
 にならない場合があります。ネット・ ポジション 
 は、現物資産とデリバティブによる実質的な買い 
 ポジションから実質的な売りポジションを控除し 
 たポジションを示します。 

出所：ピムコジャパンリミテッドのデータをもとに 

   アセットマネジメントOne作成 

※上記騰落率は債券セクター別の市場動向を示すものです。 
※該当日が休業日に当たる場合は、前営業日の終値を使用しています。 
出所：ブルームバーグ、JPモルガン、ピムコジャパンリミテッドのデータをもとにアセットマネジメントOne作成 
各指数については6ページをご覧ください。 

※期間：2017 年6月末～2017 年9月末 
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 1.0%  
 

 

 0.4%  
 

 
 

 

 2.6%  

 

1.5%  Ẏ 0.1%  0.3%  



各ファンドのリスクや費用など、当資料のお取扱いについての注意点は、P8、9、10をご確認ください。                                                                         

ḱ ḱ ḱ  
1 /2 /3 /4 /5 /6  
7 /8 /9 /10 /11 /12  

 

 ṇ  

0.7%

0.3%

0.2%

0.2%
0.2% 0.1% 0.1%

0.0% 0.0%

0.2% 0.0% 1.9%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

モーゲージ 
証券 

（政府系） 
 

0.4% 0.4% 0.3%

1.0%0.4% 0.5%

-0.02%

0.9%

-0.5%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

7 8 9

為替 
戦略 

リターン 

モーゲージ 
証券 

（非政府系） 

新興国 
国債 
(社債 
含む) 

ハイイー
ルド債券 

その他
証券化
商品 

投資適格 
社債 

バンク 
ローン 

 

米国
国債 

その他 全体 
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Â 7-9月期のリターンは+ 1.9％（費用等控除前）と前四半期に続いてプラスリターンを維持しました。金利も期を通じて
みると中長期ゾーンを中心に変化は小幅にとどまる一方、投資家心理は良好な状況が続く環境下、当戦略に組み入れた
資産は総じて堅調に推移し、各セクターから収益を分散して積み上げました。中でも、米住宅市場の堅調な回復を背景
に米国非政府系モーゲージ証券のプラス寄与が続く状況でした。 

【インカム・ファンド（M）のパフォーマンスの要因分析（セクター別）】 

※期間：2017 年6月30日～2017 年9月29日の期間における累積の寄与度を表示 

※上記は小数第2位を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。 

出所：ピムコジャパンリミテッドのデータをもとにアセットマネジメントOne作成 

※期間： 2017 年7月～2017 年9月（月次） 

※上記は月次の数値を「インカム収益」と「債券価格要因」に分けたものを表示。為替要因は主に「債券価格要因」に含まれます。 

※上記は小数第2位を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。 

出所：ピムコジャパンリミテッドのデータをもとにアセットマネジメントOne作成 

2017 7-9  

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

【インカム・ファンド（M）のパフォーマンスの要因分析（インカム収益・債券価格要因）】 

■ 債券価格要因 ■ インカム収益 

先進国 
国債 

(除く米国) 
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2017

9 29 10,382 10,963 560

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200

15 1 15 7 16 1 16 7 17 1 17 7

ḱ ḱ ḱ ṕ1 Ṍ6 Ṗ  
ṕ Ṍ201 7 9 29 ṕ ṖṖ 

4 

【2月号（2015 年2月25日設定） 】 

【3月号（2015 年3月25日設定）】 

【5月号（2015 年5月25日設定）】 

【1月号（2015 年1月26日設定）】 

【6月号（2015 年6月25日設定）】 

【4月号（2015 年4月27日設定）】 

※基準価額は１万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金をファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異な
ります。 
※累積分配金は、設定来の1万口当たりの税引前分配金の合計を表示しています。 
※運用状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。上記は過去の実績であり、将来の分配金の
支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。  

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200

15 2 15 11 16 8 17 5

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

15 3 15 12 16 9 17 6

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

15 4 15 10 16 4 16 10 17 4

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

15 5 16 1 16 9 17 5

9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

15 6 15 12 16 6 16 12 17 6

2017

9 29 10,277 10,955 660

2017

9 29 10,257 10,924 650

2017

9 29 10,199 10,798 585

2017

9 29 10,110 10,756 635

2017

9 29 10,079 10,838 745
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【7月号（2015 年7月27日設定）】 【8月号（2015 年8月25日設定）】 

【9月号（2015 年9月25日設定）】 【10月号（2014 年10月27日設定）】 

【11月号（2014 年11月25日設定）】 【12月号（2014 年12月25日設定）】 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

ṕ Ṗ ṕ Ṗ 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

※基準価額は１万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金をファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異な
ります。 
※累積分配金は、設定来の1万口当たりの税引前分配金の合計を表示しています。 
※運用状況によっては分配金が変わる場合、あるいは分配金が支払われない場合があります。上記は過去の実績であり、将来の分配金の
支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。  
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9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400
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10,800
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9,400

9,600

9,800

10,000

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200

14 12 15 9 16 6 17 3

2017

9 29 10,057 10,840 765

2017

9 29 10,011 10,911 880

2017

9 29 10,001 10,962 940

2017

9 29 10,389 10,971 555

2017

9 29 10,483 10,921 415

2017

9 29 10,437 11,036 570
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1. אל ךּ אל ︠ ṕ Ṗ ︡ḭ כֿלּ
ḭ ︡ ︣Ḯ 

 
É各ファンドはバミューダ籍外国投資信託「ピムコ・バミューダ・インカム・ファンドA クラスS（JPY）」（以下
「インカム・ファンド＊」という場合があります。）円建受益証券（運用：パシフィック・インベストメント・マ
ネジメント・カンパニー・エルエルシー）と国内投資信託「日本短期公社債マザーファンド」受益証券（運用：ア
セットマネジメントOne株式会社）を投資対象とするファンド・オブ・ファンズの形式で運用を行います。 

 ＊インカム・ファンドはバミューダ籍外国投資信託｢ピムコ・バミューダ・インカム・ファンド（Ｍ）｣（以下｢イン
カム・ファンド（Ｍ）｣という場合があります。）米ドル建受益証券を通じて運用を行います。 

É各投資信託証券への投資割合は、資金動向や市況動向などを勘案して決定するものとし、インカム・ファンドの組
入比率は、原則として高位とすることを基本とします。 

Éインカム・ファンドでは、金利変動リスクや信用リスクの低減および資産の効率的な運用に資することなどの目的
で実質的にデリバティブ取引などを用いることがあります。 

Éインカム・ファンドへの投資に係る指図権限を、ピムコジャパンリミテッド（以下｢ピムコジャパン｣という場合が
あります。）に委託します。 

 

2. ךּ ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ 
 

É投資対象とするインカム・ファンドでは原則として、外貨建資産について対円での為替ヘッジを行います。ただし、 
為替による収益の獲得を目指して、限定的な範囲で実質的に為替変動リスクを取る場合があります。 

｢新光ピムコ・ストラテジック・インカム・ファンド 1月号～12月号｣の購入のお申込みは、それぞれ毎年、特定の期間に限定
されます。そのため、お申込みの時期により、買い付けできるファンドが異なります。 

各ファンドの資金動向、市況動向などによっては、また、やむを得ない事情が発生した場合には、上記のような運用ができない
場合があります。 

ṕ Ṗ 
 

Ḳ  
Ḳ  
Ḳ  
ḲJP EMBI  
ṕ ṖḲ MBS  
ṕ ṖḲ JP ABX.HE ṕAAA 6-2Ṗ 
ḲBofA  

Ḳ BofA  
ḲS&P/LSTA  

 

ẑ Standard & Poor¢sÚS&PÚ Ẁ LLC( S&P ) Dow JonesÚ
LLCṕ Ṗ S&P LLC

One  S&P 500
S&P/LSTA S&P LLC One

S&P LLC S&P One
 

ẑ 
ṕ Ṗ

 

ẑ  BofA BofAӸ
Ӹ  

ẑ  JP EMBI JP ABX.HE J.P.
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※上記に記載された購入申込期間は当資料作成時点の予定であり、今後変更される場合があります。2018 年10月25日以降の各ファンド 
 の購入申込期間については、販売会社または委託会社（アセットマネジメントOne）へお問い合わせください。 
※アセットマネジメントOneは、各ファンドの募集について、購入申込期間の開始前に有価証券届出書を関東財務局に提出します。 

ךּ  
 
各ファンドは、決算日に分配前の基準価額（1万口当たりの基準価額。以下同じ。）が10,000円を超過している場合は、基準
価額が10,000円を下回らない範囲で分配を行います。ただし、分配前の基準価額が10,000円を下回っている場合は分配を行
いません。また、分配前の基準価額が10,000円を超過している場合であっても、超過額が少額である場合は、分配を行わな
いことがあります。 

3. ︡ ḭ 1 ḭ ẁ 25 ṕ Ṗ ךּ ︣Ḯ 

 ＊当資料において、各ファンドの名称に含まれる月を当月という場合があります。たとえば、｢新光ピムコ・ストラテ 
   ジック・インカム・ファンド 1月号｣の場合、1月が当月となります。 

É分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）などの全額
とします。 

É分配金額は、基準価額水準や市況動向などを勘案して委託会社が決定します。ただし、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行わないことがあります。 

※運用状況により分配金額は変動します。したがって、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証する
ものではありません。 

 

4. ףּ ẁ ḭ ḭ אל ︣Ḯ 

שּ︡  פֿ שּ  Ḯךּאל

 ＊2017 年10月25日～2018 年10月24日における各ファンドの購入できる期間を表示しています。 

É購入申込期間の最終日がニューヨーク証券取引所の休業日の場合には当該日の購入のお申込みの受付は行いません。 

É各ファンドの購入価額は、決算日の基準価額になります。 

É換金のお申込みは各ファンドの換金申込不可日（ニューヨーク証券取引所の休業日）を除き毎営業日可能です。 
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11  2017 10 25 Ṍ2017 11 24  
11 25   

(
)  

2024 11 25  
ṕ2014 11 25 Ṗ 

12  2017 11 27 Ṍ 2017 12 22  12 25   
2024 12 25   

(2014 12 25 )  

1  2017 12 25 Ṍ2018 1 24  1 25   
2025 1 27   

(2015 1 26 )  

2  2018 1 25 Ṍ2018 2 23  2 25   
2025 2 25   

(2015 2 25 ) 

3  2018 2 26 Ṍ2018 3 23  3 25   
2025 3 25   

(2015 3 25 )  

4  2018 3 26 Ṍ2018 4 24  4 25   
2025 4 25   

(2015 4 27 )  

5  2018 4 25 Ṍ 2018 5 24  5 25  
2025 5 26   

(2015 5 25 )  

6  2018 5 25 Ṍ2018 6 22  6 25   
2025 6 25   

(2015 6 25 )  

7  2018 6 25 Ṍ2018 7 24  7 25   
2025 7 25  

 (2015 7 27 )   

8  2018 7 25 Ṍ2018 8 24   8 25     
2025 8 25  

ṕ2015 8 25 Ṗ 

9  2018 8 27 Ṍ2018 9 21  9 25   
2025 9 25  

ṕ2015 9 25 Ṗ  

10  2018 9 25 Ṍ 2018 10 24  10 25    
2024 10 25  

(2014 10 27 Ṗ  



各ファンドのリスクや費用など、当資料のお取扱いについての注意点は、P8、9、10をご確認ください。                                                                         

ḱ ḱ ḱ  
1 /2 /3 /4 /5 /6  
7 /8 /9 /10 /11 /12  

 

 ṇ  

信用リスク 

公社債などの信用力の低下や格付けの引き下げ、債務不履行が生じた場合には、当該公社債など
の価格は下落し、時には無価値になることもあります。これらの影響を受け、各ファンドの基準
価額が下落する可能性があります。また、各ファンドはハイイールド債券やバンクローンなどの
格付けが低い債券などにも実質的に投資することから、投資適格の債券のみに投資する場合より
も相対的に信用リスクは高くなる場合があります。 

金利変動リスク 

公社債などの価格は、金利水準の変化にともない変動します。一般に、金利が上昇した場合には
公社債などの価格は下落し、各ファンドの基準価額が下落する可能性があります。各ファンドは、
実質的にデリバティブ取引などによって金利変動への対応を行いますが、想定した金利変動が起
こらなかった場合などには、各ファンドの基準価額の上昇の抑制または下落の要因となります。 

流動性リスク 

有価証券などを売買する際、当該有価証券などの市場規模が小さい場合や取引量が少ない場合に
は、希望する時期に、希望する価格で、希望する数量を売買することができない可能性がありま
す。特に流動性の低い有価証券などを売却する場合にはその影響を受け、各ファンドの基準価額
が下落する可能性があります。 

カントリーリスク 

投資対象国・地域の政治経済情勢、通貨規制、資本規制、税制などの要因によって資産価格や通
貨価値が大きく変動する場合があります。これらの影響を受け、各ファンドの基準価額が下落す
る可能性があります。一般に新興国市場は、先進国市場に比べて規模が小さく、流動性も低く、
金融インフラが未発達であり、さまざまな地政学的問題を抱えていることから、カントリーリス
クはより高くなる可能性があります。 

為替変動リスク 

外貨建資産は、為替相場の変動により円換算価格が変動します。一般に、保有外貨建資産が現地
通貨ベースで値上がりした場合でも、投資先の通貨に対して円高となった場合には、当該外貨建
資産の円換算価格が下落し、各ファンドの基準価額が下落する可能性があります。なお、各ファ
ンドでは外国投資信託を通じて、原則として為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図ります
が、為替変動リスクを完全に排除できるものではないほか、為替による収益の獲得を目指して、
限定的な範囲において実質的に為替変動リスクを排除しない場合があります。また、為替ヘッジ
を行う場合、外貨と円の金利差相当分のヘッジコストがかかります。外貨よりも円の金利が低い
場合は、各ファンドの基準価額が下落する可能性があります。 

デリバティブ取引に 
関するリスク 

各ファンドが組み入れる外国投資信託では、デリバティブ取引を行う場合があります。取引の内
容によっては、価格変動の基礎となる資産(原資産)以上の値動きをすることがあるため、各ファ
ンドの基準価額が下落する場合があります。 

特定の投資信託 
証券に投資する 
リスク 

各ファンドが組み入れる投資信託証券における運用会社の運用の巧拙が、各ファンドの運用成果
に大きな影響を及ぼします。また、外国投資信託を通じて各国の有価証券に投資する場合、国内
籍の投資信託から直接投資を行う場合に比べて、税制が相対的に不利となる可能性があります。 

 

各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもありま
す。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。これらの運用による損益はすべて投資者のみなさま
に帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、
損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金と異なります。 

 
 
●投資信託の分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その
金額相当分、基準価額は下がります。なお、分配金の有無や金額は確定したものではありません。 

 
●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合が
あります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必
ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

 
●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部ないし全部が、実質的には元本の一部払い戻しに相当する場合が
あります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

［収益分配金に関する留意事項］ 
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※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
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ףּ  
※ご購入の際は、投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。 
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ףּ ךּ ךּ פֿ   

 

¸当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。 

¸お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご
確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

¸各ファンドは、実質的に債券（デリバティブを含む）等の値動きのある有価証券（外貨建資産に
は為替リスクもあります）等に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用
状況等の変化により基準価額は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証され
ているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
ファンドの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預貯金と
は異なります。 

¸当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成してお
りますが、その内容の完全性、正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載
データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。 

¸当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。 

¸投資信託は 

１．預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の 
  対象ではありません。加えて、証券会社を通して購入していない場合には投資者保護基金の 
  対象にもなりません。 

２．購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。 

３．投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入 
  者が負担することとなります。 

171115JS 新光ピムコ・ストラテジック・インカム・ファンド四半期レポート 

2017 11 30  

ṕ ṕ Ṗ Ṗ 
 
Ẇ  

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
 また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 

 ◆委託会社の照会先 ◆ 
 
  One  

  コールセンター         0120 -104 -694   受付時間：営業日の午前9時～午後5時  
  ホームページアドレス     http ：//www.am -one.co.jp/  
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  ṕ Ṗ 34  Ẇ Ẇ Ẇ 


